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グローバルマクロ週報 · 2026年第40週（9/28〜10/2）

米30年債利回りは12bp上
昇、ハンセン指数は2.2%下
落、日経平均は2.9%上昇
雇用の減速で短期金利の利上げ観測は
後退、長期金利は財政とインフレの圧
力を受けて上昇が続いた
米9月の非農業部門雇用者数は2.9万人増と、市場予想の8.4万人増を下回り、
失業率は4.2%に上昇した。ジェファーソンFRB副議長とウィリアムズNY連銀総
裁の発言も加わり、10月利上げの織り込みは前週の64%から約22%に低下し
た。米国債利回りは短期と長期で方向が分かれ、木曜までに2年債利回りは3bp
低下、30年債利回りは12bp上昇し、イールドカーブはスティープ化した。ユー
ロ圏9月の消費者物価速報は3.8%に上昇し、英30年債利回りは6%に達し、欧
州株は下落した。香港株は休場明けに下落し、ハンセン指数は週間で2.2%安と
なった。日経平均は半導体株主導で2.9%上昇した。

世界株（MSCI ACWI、ドル建
て）

-0.6%
終値 160.09

ユーロ圏・ストックス50

-1.0%
終値 6,238.50

日本・日経平均

+2.9%
終値 68,309.46

香港・ハンセン

-2.2%
終値 23,972.29

ドル指数

101.93
週間 +0.96

ブレント原油

-2.0%
終値 102.25
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今週の要点

米雇用統計は予想を下回り10月利上げ観測が後退、イールドカーブはスティープ化

米9月の非農業部門雇用者数は2.9万人増と、市場予想の8.4万人増を下回った。8月は

13.3万人増に、7月は1万人減に修正され、2カ月合計で6万人の下方修正となった。失業
率は4.1%から4.2%に上昇し、平均時給は前月比0.1%増、前年比3.0%増と2021年以来の
低い伸びにとどまった（CNBC、BLS）。これに先立ち、ジェファーソン副議長は10月1

https://www.cnbc.com/2026/10/02/jobs-report-september-2026.html
https://www.bls.gov/news.release/empsit.nr0.htm
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日、今後の政策調整はデータの動向を慎重に見極めて判断すべきであり時間を要する可能

性があると述べ、ウィリアムズ総裁も10月の行動を確約しなかった。10月27〜28日会合
での利上げの織り込みは前週の64%から約22%に低下した（Yahoo Finance）。

木曜時点（FRED）で、米2年債利回りは3bp低下の4.78%、10年債は7bp上昇の5.24%、
30年債は12bp上昇の5.61%となり、10年債と2年債の利回り差は10bp拡大して46bpとな
った。10年債利回りの上昇幅のうち、実質金利の寄与が5bp、期待インフレ率の寄与が
2bpである。金曜は雇用統計の発表後に利回りがいったん低下した後に上昇に転じ、10年
債は約5.28%で取引を終えた（同出典、FREDの週間データには未反映）。MOVE指数は

11.3ポイント上昇して107.3となった。S&P500は金曜に0.73%上昇して7722.72となった
が、週間では0.27%下落した。利上げ観測の後退は主に短期ゾーンに作用し、長期金利は
国債需給とタームプレミアムに左右されているとみられる（推測）。

ユーロ圏インフレ率は3.8%に上昇、欧州の長期金利は数年来の高水準となり欧州株は下落

ユーロスタットの速報によると、ユーロ圏9月の消費者物価指数（HICP）は前年比3.8%
上昇し、8月の3.2%、市場予想の3.6%を上回り、2023年9月以来の高水準となった。エ
ネルギーは前年比18.8%上昇、サービスは3.2%上昇、コアインフレ率は2.5%であった

（Eurostat、CNBC）。中東情勢を背景としたエネルギー価格の上昇が総合インフレ率の
約半分を占める。

欧州国債は軟調であった。英30年債利回りは10月1日に6.020%まで上昇し、1998年以来
の高水準となった。G7の長期国債利回りが6%を超えるのは2012年以来である（Seoul
Economic Daily）。仏10年債利回りは2008年以来の高水準に達し、政府は540億ユーロ

の財政再建策を盛り込んだ予算案を公表した（Yahoo Finance）。金曜の米雇用統計発表
後、独10年債利回りは6bp超低下して3.454%となった。

週間では仏CAC40が2.2%安、英FTSE100が2.2%安、スイスSMIが2.0%安、ユーロ・スト
ックス50が1.0%安、独DAXが0.7%安となった。ユーロは対ドルで1.0%下落したため、ド
ル建てではユーロ・ストックス50が約2.0%安、CAC40が約3.2%安となる。金曜は米雇用

統計の発表を受けて欧州株が反発し、ストックス600は0.8%上昇したものの週間では
1.1%下落し、銀行株は4月以来の大幅な週間下落となった（Yahoo Finance）。

半導体株が日経平均をけん引、中国PMIは拡大圏に回復、香港株は休場明けに下落

日経平均は週間で2.9%上昇し、6万8309円46銭で取引を終えた。10月1日はマイクロ
ン・テクノロジーの決算を受けて半導体製造装置株が買われ、3.3%高の6万8956円72銭
となった。レーザーテックは11.1%高、アドバンテストは9.8%高であった（Business
Recorder）。金曜は利益確定売りに押され、0.9%下落した。日銀短観（7〜9月期）では

大企業製造業の業況判断指数が22から24に上昇し、6四半期連続で改善したが、市場予
想の25には届かなかった（FXStreet、Japan Times）。円は対ドルで0.6%上昇し、ドル建
ての日経平均は約3.5%上昇となる。

中国国家統計局の9月製造業PMIは50.1と8月の49.8から上昇し、2カ月ぶりに好不況の分
かれ目である50を上回った。非製造業PMIは49.0から50.2に上昇した（新華社）。本土

市場の今週の取引は3日間にとどまった。9月25日は中秋節、10月1日〜7日は国慶節で休
場となり、10月8日に取引を再開する（上海証券取引所）。表中の上海総合指数の1.2%
安は、9月30日終値と9月24日終値の比較である。

香港市場は10月1日に休場した。10月2日の取引再開後は、香港・本土間の南向き取引
（ストックコネクト）が10月8日まで停止するなか、ハンセン指数は2.60%下落して2万

3972.29となり、3月23日以来の大幅安となった。金融株とカジノ株が下げを主導した
（BigGo Finance）。同指数は9月30日までの3営業日で小幅に上昇していたが、週間では
2.2%の下落となった。

雇用統計はFRBの早期利上げの可能性を低下させたが、長期金利は国債の需
給、エネルギー価格、財政状況に左右されており、短期金利と長期金利の動

https://finance.yahoo.com/markets/stocks/articles/p-500-nasdaq-dow-end-222859024.html
https://ec.europa.eu/eurostat/web/products-euro-indicators/w/2-02102026-ap
https://www.cnbc.com/2026/10/02/eurozone-inflation-ecb.html
https://en.sedaily.com/international/2026/10/02/uk-30-year-yield-tops-6-percent-for-first-time-since-1998
https://en.sedaily.com/international/2026/10/02/uk-30-year-yield-tops-6-percent-for-first-time-since-1998
https://finance.yahoo.com/economy/policy/articles/uk-30-gilt-yields-rise-081624665.html
https://finance.yahoo.com/markets/world-indices/articles/european-shares-edge-higher-bonds-073730293.html
https://www.brecorder.com/news/40442227/nikkei-logs-six-week-closing-high
https://www.brecorder.com/news/40442227/nikkei-logs-six-week-closing-high
https://www.fxstreet.com/news/japans-tankan-large-manufacturing-index-rises-to-24-in-q3-vs-25-expected-202609302353
https://www.japantimes.co.jp/business/2026/10/01/companies/tankan-better-sentiment/
https://english.news.cn/20260930/74fd975d8fc84e1e889da2a791698ade/c.html
https://www.sse.com.cn/disclosure/announcement/general/c/c_20260915_10832273.shtml
https://finance.biggo.com/news/b7666bc0-3260-42d9-9db1-381d5dd2abf2
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きに乖離が生じている。
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世界の株式市場

週間騰落（現地通貨建て）

+4.7% +2.9% +0.9% +0.2% -0.3% -0.5%

-0.6% -0.7% -0.7% -0.8% -1.0% -1.1%

-1.2% -2.0% -2.2% -2.2% -2.2% -3.1%

各国指数は現地通貨建て。MSCI ACWI と新興国（EEM）はドル建て ETF。

現地通貨建てでは、ブラジル・ボベスパ（+4.7%）、日経平均（+2.9%）、台湾加権指数
（+0.9%）が上昇率上位となり、インドNifty50（-3.1%）、仏CAC40（-2.2%）、ハンセ
ン指数（-2.2%）、英FTSE100（-2.2%）が下落率上位となった。MSCI ACWIは0.6%

安、新興国ETFは0.5%安、S&P500は0.3%安であった。ブラジル株は10月4日の大統領選
第1回投票を前に持ち高調整の買いが入り、金曜に2.63%上昇した（InfoMoney）。イン
ドNifty50は外国人投資家の売り越しが続き、8週続落となった（5paisa）。

ドル建てに換算すると順位が変わる。メキシコIPCは0.7%安、ペソは2.2%安で、ドル建
てでは約2.9%安となる。ボベスパは4.7%高、レアルは0.6%安で、ドル建てでは約4.1%

高である。韓国KOSPIは1.1%安であるが、ウォンが1.9%上昇したため、ドル建てでは約
0.7%高となる。ドル建てではCAC40が約3.2%安、日経平均が約3.5%高である。いずれ
も株価指数と為替の週間騰落率を掛け合わせた概算である。

休場と基準日：上海総合指数の今週の取引は3日間のみで、週間騰落率は9月30日終値と
9月24日終値の比較である。インドは10月2日が休場のため、Nifty50は10月1日までの値
である。KOSPIと台湾加権指数の前週基準日は、中秋節の休場によりそれぞれ9月23日と

9月24日である。
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主要通貨の対ドル相場

対ドルの週間騰落

+1.9% +0.6% +0.2% +0.1% -0.1% -0.1%

-0.6% -1.0% -1.1% -2.2%

プラスは当該通貨の対ドルでの上昇を示す。

通貨 レート 対ドル・週間 対ドル・年初来

ウォン USD/1,342.51 +1.9% +7.1%

円 USD/157.93 +0.6% -1.0%

ブラジル・ボベスパ

年初来 +19.2%

日本・日経平均

年初来 +35.7%

台湾・加権指数

年初来 +67.4%

豪州・ASX200

年初来 -0.4%

米国・S&P500

年初来 +12.8%

新興国株（MSCI EM、ド
ル建て）

年初来 +24.3%

世界株（MSCI ACWI、ド
ル建て）

年初来 +13.9%

ドイツ・DAX

年初来 +3.0%

メキシコ・IPC

年初来 +0.3%

カナダ・TSX

年初来 +12.0%

ユーロ圏・ストックス50

年初来 +7.6%

韓国・KOSPI

年初来 +66.2%

中国・上海総合

年初来 -3.2%

スイス・SMI

年初来 +3.0%

英国・FTSE100

年初来 +5.3%

香港・ハンセン

年初来 -6.5%

フランス・CAC40

年初来 -3.1%

インド・Nifty50

年初来 -14.2%

ウォン

年初来 +7.1%

円

年初来 -1.0%

ポンド

年初来 -1.7%

人民元

年初来 +4.3%

スイスフラン

年初来 -4.4%

ルピー

年初来 -6.7%

レアル

年初来 +4.9%

ユーロ

年初来 -4.2%

豪ドル

年初来 +3.4%

メキシコペソ

年初来 -0.9%

https://www.infomoney.com.br/mercados/ibovespa-hoje-bolsa-de-valores-ao-vivo-02102026/
https://www.5paisa.com/blog/post-market-update-nifty-6-month-low-8th-week-fii-selling-october-1-2026
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通貨 レート 対ドル・週間 対ドル・年初来

ポンド 1.3240 +0.2% -1.7%

人民元 USD/6.7045 +0.1% +4.3%

スイスフラン USD/0.8285 -0.1% -4.4%

ルピー USD/96.22 -0.1% -6.7%

レアル USD/5.2226 -0.6% +4.9%

ユーロ 1.1257 -1.0% -4.2%

豪ドル 0.6929 -1.1% +3.4%

メキシコペソ USD/18.14 -2.2% -0.9%

ドル指数は週末 101.93（+0.96）。USD/ 表記は1ドルあたりの通貨量。

ドル指数は0.96上昇して101.93となり、3週続伸した。ウォンは対ドルで1.9%上昇して

上昇率首位となり、月末の輸出企業によるドル売りが一因となった（Korea Times）。円
は0.6%上昇して1ドル＝157.93円、ポンドは0.2%上昇した。人民元は0.1%上昇した。本
土の外国為替市場は10月1日から連休で休場している。

メキシコペソは2.2%下落して下落率が最も大きく、10月1日には2025年12月以来の安値
をつけた。9月の下落率は6.32%と2年余りで最大の月間下落である。メキシコ中銀が9月
24日に金利を据え置いた後、メキシコと米国の金利差は250bpに縮小した（Rio

Times）。ユーロは1.0%安、豪ドルは豪準備銀行の4.60%への利上げにもかかわらず
1.1%安、ブラジル・レアルは大統領選を前に0.6%安となった。
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金利と金融政策

中央銀行 政策金利 直近の決定 次回会合

FRB 3.75〜4.00% 9/16 に25bp 利上げ、12対0の全会一致 10/27〜28

欧州中央銀行 預金金利 2.50% 9/10 に25bp 利上げ 10/28〜29

日本銀行 1.25% 9/18 に25bp 利上げ、7対2 10/29〜30

イングランド銀行 3.75% 9/17 据え置き、6対3（3人が利上げを主張） 11/5

豪準備銀行 4.60% 9/29 に25bp 利上げ、年内4回目 11/2〜3（11/3 公表）

中国人民銀行 1年物 LPR 3.00% 9/21 LPR 据え置き（5年物 3.50%） 10/20 LPR 公表

インド準備銀行 レポ金利 5.25% 8/5 据え置き、中立スタンス 10/5〜7（10/7 公表）

スイス国立銀行 0% 9/24 据え置き 12/10

メキシコ中央銀行 6.50% 9/24 据え置き 11/5

各中央銀行の公表資料に基づき、発行時に確認。

米国債 週末値 週間変化 年初来

米2年債 4.78% -3bp +131bp

米10年債 5.24% +7bp +106bp

米30年債 5.61% +12bp +77bp

10年実質金利（TIPS） 2.88% +5bp +95bp

10年ブレークイーブン・インフレ率 2.36% +2bp +11bp

10年国債利回り（月次） 最新月 利回り 前月比

オーストラリア 2026-08 5.01% +10bp

英国 2026-08 4.99% +6bp

https://www.koreatimes.co.kr/economy/20260929/korean-won-strengthens-on-dollar-selling
https://www.riotimesonline.com/mexico-cftc-mxn-speculative-positions-october-2026/
https://www.riotimesonline.com/mexico-cftc-mxn-speculative-positions-october-2026/
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10年国債利回り（月次） 最新月 利回り 前月比

フランス 2026-08 4.00% +15bp

イタリア 2026-08 3.99% +11bp

カナダ 2026-08 3.67% +13bp

ドイツ 2026-08 3.18% +11bp

日本 2026-08 2.94% +15bpOECD の月次データ（FRED 経由）で、通常1〜2カ月遅れ。水準の確認用で、今週の動きは下の
債券 ETF と本文を参照。

債券 ETF 週間 1カ月 年初来

米国外投資適格債（BNDX、ヘッジあり） +0.1% -0.6% -0.9%

米国外国債（BWX、ヘッジなし） -0.7% -2.4% -4.5%

米ハイイールド債（HYG） -0.8% -2.3% -0.3%

新興国ドル建て債（EMB） -1.7% -3.8% -2.6%

米長期国債（TLT） -1.9% -5.1% -8.0%

債券価格と利回りは逆に動くため、ETF の下落は利回りの上昇を意味する。

米国では木曜までに2年債利回りが3bp低下、30年債利回りが12bp上昇し、イールドカー
ブはスティープ化した。月次データでは、8月の英国とオーストラリアの10年債利回りは

いずれも5%前後、フランスは4.00%、ドイツは3.18%、日本は2.94%であった。英30年
債利回りの6%到達や仏10年債利回りの2008年以来の高水準といった今週の動きは、月
次の表には未反映である。

債券ETFでは、米長期国債（TLT）が1.9%安、新興国ドル建て債（EMB）が1.7%安、為
替ヘッジなしの米国外国債（BWX）が0.7%安となった一方、為替ヘッジ付きの米国外投

資適格債（BNDX）は0.1%高であった。両者の差は主にドル高によるものである。

各国の金融政策は引き続き分かれている。豪準備銀行は9月29日に政策金利を25bp引き
上げて4.60%とし、年内4回目の利上げとなった（RBA）。イングランド銀行は9月に
3.75%で据え置いたが、3人の委員が利上げを主張した。ECBは10月29日の会合で3.8%
のインフレ率に直面する。FRBの10月利上げの織り込みは大きく低下した。インド準備銀
行は10月7日に政策決定を公表し、多くのエコノミストは25bpの利上げを予想している。
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商品・暗号資産

週間騰落（ドル建て）

+0.0% -0.7% -1.4% -2.0% -2.9% -3.0%

-3.7% -5.0% -5.8% -6.6%

資産 直近 週間 1カ月 年初来

ビットコイン 84,497.21 +0.0% +9.3% -3.4%

イーサリアム 2,668.15 -0.7% +11.6% -10.1%

WTI 原油 91.11 -1.4% +0.1% +58.7%

ブレント原油 102.25 -2.0% +6.9% +68.0%

小麦 683.00 -2.9% -9.5% +34.7%

ビットコイン

年初来 -3.4%

イーサリアム

年初来 -10.1%

WTI 原油

年初来 +58.7%

ブレント原油

年初来 +68.0%

小麦

年初来 +34.7%

銅

年初来 +15.3%

金

年初来 -4.1%

米天然ガス

年初来 -17.7%

トウモロコシ

年初来 +13.1%

銀

年初来 -14.5%

https://www.rba.gov.au/
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資産 直近 週間 1カ月 年初来

銅 6.49 -3.0% -0.1% +15.3%

金 4,162.30 -3.7% -5.7% -4.1%

米天然ガス 3.04 -5.0% +2.7% -17.7%

トウモロコシ 497.75 -5.8% -4.0% +13.1%

銀 59.98 -6.6% -7.3% -14.5%
原油・天然ガス・金属・穀物は期近先物。

貴金属が下落を主導した。金は3.7%安の1オンス＝4162.30ドルと2週続落し、銀は6.6%
安となった。ドル高と実質金利の上昇が重荷となった（Business Recorder）。

ブレント原油の期近先物は2.0%安の102.25ドル、WTIは1.4%安の91.11ドルとなった。

G7は10月2日、軽油などの備蓄1億バレルを4カ月かけて放出し、最初の20日間に軽油を
重点的に放出することで合意した（The National）。ブレントの11月限は9月30日に満期
を迎えており、同一限月ベースでは週間でほぼ横ばいであった（EnergyNow）。期近つな
ぎ足の週間騰落率には限月交代の影響が含まれる。銅は3.0%安、米天然ガスは5.0%安、
トウモロコシは5.8%安。ビットコインはほぼ横ばい（+0.05%）、イーサは0.7%安であ
った。

06

来週の注目材料

日付 イベント 注目点

10/4 ブラジル大統領選の第1回投票 Datafolhaの世論調査ではルラ氏40%、フラビオ・ボルソナロ氏36%。過半数に届かなければ10月25日に

10/5 米9月ISM非製造業景況指数 8月は55.4、市場予想は55.3。雇用統計の下振れを受け、10月利上げの織り込み（約22%）を左右する材

10/7 インド準備銀行の政策決定 レポ金利は現在5.25%で、多くのエコノミストは5.50%への25bp利上げを予想している。8月CPIは4.82%

10/7 FOMC議事要旨（9月会合分） 追加利上げの条件に関する議論と、長期金利の上昇やタームプレミアムに対する評価が焦点

10/8 中国本土市場が国慶節明けに取引再開 上海総合指数の今週の取引は3日間のみ。南向き取引も同日再開し、本土資金不在のハンセン指数は10月

07

データの定義と出典

週間騰落率 ＝ 今週最終取引日の終値 ÷ 前週最終取引日の終値 − 1（2026-09-28〜2026-
10-02）。休場の市場は直近の取引日。

株価指数・為替・商品・暗号資産・債券 ETF は Yahoo!ファイナンス（遅延あり）、米国債
利回りは FRED、その他の10年国債利回りは OECD 月次データ（FRED 経由）。

為替は各通貨の対ドルでの騰落に統一し、プラスは通貨高を示す。

データの基準：株価指数、為替、商品、暗号資産、債券ETFは10月2日（金曜）終値を含む。例
外は上海総合指数（国慶節休場のため9月30日まで）とインドNifty50（10月2日休場のため10
月1日まで）である。米国債利回り（FRED）は10月1日まで、10年期待インフレ率は10月2日
まで。金曜の米国債利回りの動きは報道に基づく。その他の10年国債利回りはOECDの8月の月

次データである。

今週の引用資料

米9月雇用統計：BLS、CNBC, 10/2

米国株の金曜終値と10月利上げの織り込み：Yahoo Finance, 10/2

ジェファーソン副議長の発言：Spokesman-Review, 10/1

ユーロ圏9月の消費者物価速報：Eurostat, 10/2、CNBC, 10/2

https://www.brecorder.com/news/40442314/gold-slips-before-us-payrolls-data-set-for-second-weekly-loss
https://www.thenationalnews.com/business/energy/2026/10/02/g7-members-agree-to-release-100-million-barrels-of-diesel-and-other-reserves/
https://energynow.com/2026/10/oil-ends-volatile-week-mixed-as-emergency-reserve-release-knocks-wti-lower-but-brent-holds-above-102/
https://www.bls.gov/news.release/empsit.nr0.htm
https://www.cnbc.com/2026/10/02/jobs-report-september-2026.html
https://finance.yahoo.com/markets/stocks/articles/p-500-nasdaq-dow-end-222859024.html
https://www.spokesman.com/stories/2026/oct/01/fed-may-take-time-to-make-next-interest-rate-move-/
https://ec.europa.eu/eurostat/web/products-euro-indicators/w/2-02102026-ap
https://www.cnbc.com/2026/10/02/eurozone-inflation-ecb.html
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英30年債利回りが6%超え：Seoul Economic Daily, 10/2

英仏国債と仏予算案：Yahoo Finance, 10/1

欧州株の金曜終値：Yahoo Finance, 10/2

日経平均と半導体株：Business Recorder, 10/1

日銀短観：FXStreet, 9/30

中国9月PMI：新華社, 9/30

上海市場の中秋節・国慶節休場：上海証券取引所

10月2日のハンセン指数：BigGo Finance, 10/2

インド株と海外資金流出：5paisa, 10/1

ブラジル株と大統領選：InfoMoney, 10/2、CNBC, 10/2

ウォン：Korea Times, 9/29

メキシコペソ：Rio Times

金：Business Recorder, 10/2

G7の備蓄放出と原油：The National, 10/2、EnergyNow

中央銀行：FRB 9/16 声明、FOMC 日程、ECB 9/10 決定、ECB 日程、日銀 9/18 公表文、日
銀 会合日程、イングランド銀行 9月決定、豪準備銀行、豪準備銀行 日程、中国人民銀行

LPR（FXStreet）、インド準備銀行の政策予想（Business Standard）、スイス国立銀行
9/24、メキシコ中銀

来週の日程：ISM 非製造業日程、FOMC 議事要旨日程

本週報は公開市場データに基づくリサーチ資料であり、一般の読者を対象としている。個人の財務状況を考

慮したものではなく、投資助言を構成するものではない。データには遅延があり、原資料の数値が優先され

る。

データ時点 2026-10-02 · 雅虎财经（股指、汇率、商品、加密资产、债券 ETF）；FRED（美债收益率、OECD 各国 10 年期国债
收益率）

AlphaScope · alphascope.cc/ja/reports/global-weekly-2026-w40 · 2026-10-03 作成

財務データは SEC EDGAR の原資料に基づく。株価データには遅延があり、出典は各レポートに記載している。

レーティングはすべての読者を対象とするリサーチ上の見解であり、特定の個人に対する売買の推奨ではない。投資にはリスクが伴う。

投資判断は読者自身の責任において行われたい。

https://en.sedaily.com/international/2026/10/02/uk-30-year-yield-tops-6-percent-for-first-time-since-1998
https://finance.yahoo.com/economy/policy/articles/uk-30-gilt-yields-rise-081624665.html
https://finance.yahoo.com/markets/world-indices/articles/european-shares-edge-higher-bonds-073730293.html
https://www.brecorder.com/news/40442227/nikkei-logs-six-week-closing-high
https://www.fxstreet.com/news/japans-tankan-large-manufacturing-index-rises-to-24-in-q3-vs-25-expected-202609302353
https://english.news.cn/20260930/74fd975d8fc84e1e889da2a791698ade/c.html
https://www.sse.com.cn/disclosure/announcement/general/c/c_20260915_10832273.shtml
https://finance.biggo.com/news/b7666bc0-3260-42d9-9db1-381d5dd2abf2
https://www.5paisa.com/blog/post-market-update-nifty-6-month-low-8th-week-fii-selling-october-1-2026
https://www.infomoney.com.br/mercados/ibovespa-hoje-bolsa-de-valores-ao-vivo-02102026/
https://www.cnbc.com/2026/10/02/brazil-election-bolsonaro-lula-china-trump.html
https://www.koreatimes.co.kr/economy/20260929/korean-won-strengthens-on-dollar-selling
https://www.riotimesonline.com/mexico-cftc-mxn-speculative-positions-october-2026/
https://www.brecorder.com/news/40442314/gold-slips-before-us-payrolls-data-set-for-second-weekly-loss
https://www.thenationalnews.com/business/energy/2026/10/02/g7-members-agree-to-release-100-million-barrels-of-diesel-and-other-reserves/
https://energynow.com/2026/10/oil-ends-volatile-week-mixed-as-emergency-reserve-release-knocks-wti-lower-but-brent-holds-above-102/
https://www.federalreserve.gov/newsevents/pressreleases/monetary20260916a.htm
https://www.federalreserve.gov/monetarypolicy/fomccalendars.htm
https://www.ecb.europa.eu/press/pr/date/2026/html/ecb.mp260910~314e508016.en.html
https://www.ecb.europa.eu/press/calendars/mgcgc/html/index.en.html
https://www.boj.or.jp/en/mopo/mpmdeci/mpr_2026/k260918a.pdf
https://www.boj.or.jp/en/mopo/mpmsche_minu/index.htm
https://www.boj.or.jp/en/mopo/mpmsche_minu/index.htm
https://www.bankofengland.co.uk/monetary-policy-summary-and-minutes/2026/september-2026
https://www.rba.gov.au/
https://www.rba.gov.au/schedules-events/board-meeting-schedules.html
https://www.fxstreet.com/news/confirmed-pboc-leaves-loan-prime-rates-unchanged-in-september-202609210100
https://www.fxstreet.com/news/confirmed-pboc-leaves-loan-prime-rates-unchanged-in-september-202609210100
https://www.business-standard.com/finance/news/rbi-mpc-meeting-october-2026-monetary-policy-repo-rate-hike-retail-inflation-126100200188_1.html
https://www.snb.ch/en/publications/communication/press-releases-restricted/pre_20260924
https://www.snb.ch/en/publications/communication/press-releases-restricted/pre_20260924
https://www.banxico.org.mx/publicaciones-y-prensa/anuncios-de-las-decisiones-de-politica-monetaria/anuncios-politica-monetaria-t.html
https://www.financecalendar.com/us-ism-services-pmi/
https://www.federalreserve.gov/newsevents/2026-october.htm

